
［成果情報名］早生で耐冷性が強く良食味の水稲新品種候補「秋田96号」の育成

［要約］水稲「秋田 96 号」は “ 早生の早 ” の粳種である。同熟期の「でわひかり」、「たかねみ

のり」と比較し、いもち病圃場抵抗性、耐冷性ともに強く、収量性も高い。玄米は良質で、食味

は「あきたこまち」並に良好である。
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［背景・ねらい］

秋田県では中山間地域向けとして早生品種の「でわひかり」、「たかねみのり」を奨励してい

るが、耐冷性、耐病性、食味が不十分であるため作付けが減少している。そこで、「でわひか

り」、「たかねみのり」に替わる早生品種として、「あきたこまち」並の食味で耐冷性、耐病性

の強い品種を育成する。

［成果の内容・特徴］

１．水稲「秋田 96 号」は、秋田県農林水産技術センター農業試験場において早生の耐冷・耐病

・良食味品種を目標とし「岩南 16 号（いわてっこ）」を母、「秋系483」を父として 1999 年

に人工交配を行い、その後代より育成した系統である。

２．出穂期、成熟期ともに「でわひかり」より１日程度遅く、育成地では “ 早生の早 ” に属する

（表１）。

３．稈長、穂長ともに「でわひかり」より長く「たかねみのり」並である。穂数は「でわひか

り」、「たかねみのり」より多く、草型は “ 穂数型 ” に属する。耐倒伏性は「でわひかり」よ

り弱く「たかねみのり」並の “ やや強 ” である。籾にはやや短芒を生じ、穎色は “ 黄白 ”、ふ

先色は “ 白 ” である

（表１）。

４．いもち病真性抵抗性遺伝子型は “ ＋ ” であると推定され、圃場抵抗性は葉いもちが「でわひ

かり」より強く「たかねみのり」並の “ やや強 ”、穂いもちが「でわひかり」、「たかねみの

り」よりも強い “ 強 ” である。耐冷性は「でわひかり」、「たかねみのり」よりも強く “ 極強

”、穂発芽性は「でわひかり」、「たかねみのり」よりし難い “ 難 ” である（表１）。

５．収量性は「でわひかり」、「たかねみのり」より優る（表１）。玄米は千粒重が「でわひか

り」よりやや大きく、品質は「でわひかり」、「たかねみのり」並に良好で “ 上中 ” である

（表１、写真１）。

６．玄米粗タンパク質含有率は「でわひかり」、「たかねみのり」より低い（表１）。

７．食味は「あきたこまち」並の “ 上中 ” である（表１）。

［成果の活用面・留意点］

１．「でわひかり」、「たかねみのり」に替えて秋田県の奨励品種候補として検討中である。そ

のため、2011 年に種苗法に基づく品種登録の出願を予定している。

２．適応地帯は秋田県内中山間地域を中心に、5,000ha 程度の普及が見込まれる。

３．穂数が多く紋枯病の発生がやや多いため、適期防除に努める。

４．耐倒伏性が「でわひかり」より弱いため、多肥栽培は避ける。



［具体的データ］
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表１ 「秋田96号」の特性一覧表

系 統 名 秋田96号 組合せ 岩南16号（いわてっこ）／秋系483
特 性 長所： 短所：

1.玄米品質、食味が良い。 1.耐倒伏性はでわひかりより弱い。
2.耐冷性が極強。
3.いもち病に強い。

調 査 地 育成地（秋田県農林水産技術センター農業試験場）
試 験 名 育 種 試 験 奨励品種決定基本調査
調 査 年 次 2003～2010年 2007～2010年
品種 ・ 系統 名 秋田96号 でわひかり 秋田96号 でわひかりたかねみのり
早 晩 性 早生の早 早生の早 早生の早 早生の早 早生の早
草 型 穂数型 穂数型 偏穂数型 穂数型 穂数型
出穂期（月日） 7.29 7.28 7.28 7.29 7.27
成熟期（月日） 9.11 9.10 9.10 9. 9 9. 8
稈 長（cm） 78 70 76 75 70
穂 長（cm） 18.1 16.5 18.0 18.1 16.3
穂 数（本/m ） 465 432 412 420 383２

倒 伏（0～5） 0.2 0 0.2 0.7 0.2
芒の多少・長短 中・やや短 少・短 少・短 － －
穎 色 黄白 黄白 黄白 － －
ふ 先 色 白 白 白 － －
粒 着 密 度 中 中 やや疎 － －
脱 粒 性 難 難 難 － －

いもち耐病性
耐 遺伝子型 ＋ － －Pii Pii
病 葉いもち やや強 やや弱 やや強 － －
性 穂いもち 強 やや弱 やや強 － －

白葉枯耐病性 やや弱 やや弱 弱 － －
耐 倒 伏 性 やや強 強 やや強 － －
耐冷性（障害型） 極強 中 強 － －
穂 発 芽 性 難 やや難 やや難 － －

収量（kg/a） 60.6 55.8 58.1 58.9 54.4
玄 対標準比 109 (100) 104 108 (100)

千粒重（g） 21.8 21.3 22.4 23.1 22.9
米 品 質 上中(4.0) 上中(3.7) 上中(4.2) 上中(3.1) 上中(2.9)

粗ﾀﾝﾊﾟｸ質(%) 7.9 8.3 8.3 7.3 7.8
食 味 上中 上下 上下 上中 上下

-0.03 － － － －基準：あきたこまち（3回）
－あきたこまち（ 4回） － － － 0.00

-0.05 -0.29あきたこまち（ 7回） － － －
－ － － -0.07 -0.33あきたこまち（冷飯 1回）

収量：篩い目は育種試験は1.85㎜、奨励品種決定基本調査は1.90mm、玄米水分15％換算 千粒重：玄米水分15％換算
品質：東北農政局秋田農政事務所調査（2010年のみ財団法人日本穀物検定協会仙台支所調査）

１（一等上）、２（一等中）、３（一等下）、４（二等上）、５（二等中）、６（二等下）、７（三等上）、８（三等中）、９（三等下）
粗ﾀﾝﾊﾟｸ質：育種試験は2003～2009年の平均値（乾物換算）、ブランルーベ社インフラライザー500による

奨励品種決定基本調査は2007～2009年の平均値（乾物換算）、ケルダール法による
食味：食味官能総合評価値 ＋３（基準よりかなり良い）～－３（基準よりかなり不良）


